実技課題
実技課題
「電気設備保全作業」
	１　作業時間
　　　標準６０分（打ち切り時間７０分）
２　配付資料
問題用紙、解答用紙

３　準備するもの
回路計（テスタ）、絶縁抵抗計（メガー）、筆記用具
４　課題作成、提出方法
解答用紙を提出



　課題１　有接点リレーの点検作業
　A～Fの６つのリレーがあるが、その中に不良リレーが混ざっている。下記の手順に従って、「リレーの良否」の判断及び「不良原因」、「不良接点」を調べて、解答用紙に記入しなさい不良原因は①～⑧のどれか１つを記入すること。

手順１　電源を『切』にして、コイル（14-13）をテスタの抵抗レンジで抵抗値の確認を行う（抵抗値が0であれば短絡、∞であれば断線している。正常値は650Ω）。

手順２　電源を『入』にして、テスタの抵抗レンジでリレーのａ接点（5-9等）、ｂ接点（2-10等）の動作を確認する。（このとき、コイル（14-13）には電圧が加わっているため、テスタのヒューズが切れるので絶対に測定しないこと！）
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　それぞれの課題1～5のリレー故障原因を下から選択してください。

1 a接点溶着

2 b接点溶着

3 a接点、b接点ともに接触不良
4 a接点接触不良
5 b接点接触不良
6 コイルが断線している

7 コイルが内部短絡している

8 コイルに使用する定格電圧が間違っている
課題２　有接点シーケンス回路（自己保持回路）の点検作業
　自己保持回路を作成したが動作に問題がある。下記の手順に従って、その原因を調べて解答用紙に記入しなさい。
手順1　テスタを用いて、回路が短絡状態でないことを確認する
　手順2　電源を『入』れて、現象を確認する

　手順3　電源を必ず『切』って、テスタで導通を調べ、間違いを推察する

※手順2以降は手順1において回路が短絡状態でないことの確認がとれた後行うこと
（２－１）
　配線の断線の疑いが考えられるので、テスタにて調べて、断線している配線の番号を解答用紙に記入しなさい。

（２－２）

　配線に疑いがあると考えられるので、テスタにて調べて、誤配線している配線の番号を解答用紙に記入しなさい。













※（2-3）～（2-5）原因として考えられるものをa)～j）から選びなさい。
（２－３）


（２－４）



（２－５）















a） Aの電線が断線している

b） Dの電線が断線している

c） 9番とBの配線が行われていない

d） 5番とCの配線が行われていない

e） OFFボタンが、a接点になっている

f） ONボタンが、b接点になっている

g） ヒューズが溶断している

h） OFF-BSが溶着している

i） ON-BSが非導通になっている
j） 回路が短絡している
課題３　絶縁抵抗の測定
　ＶＶＦケーブル（２心，３心）の絶縁抵抗を測定してください。また線間電圧１００Vの場合、測定値が電気設備技術基準に適合しているか判定してください。

解　答　用　紙
訓練課題（学科）「電気設備保全作業」
	入所期
	番　号
	氏　　　名
	合計点

	平成　　　年　　　月
	
	
	


課題１　有接点リレーの点検作業
	番号
	良否判定
	不良原因解答欄
	不良接点番号

	A
	良　否
	
	

	B
	良　否
	
	

	C
	良　否
	
	

	D
	良　否
	
	

	E
	良　否
	
	

	F
	良　否
	
	


課題２　有接点シーケンス回路（自己保持回路）の点検作業
	課題番号
	解答

	２－１
	

	２－２
	

	２－３
	

	２－４
	

	２－５
	


課題３　絶縁抵抗の測定
	ケーブル番号
	線間
	絶縁抵抗（MΩ）
	電気設備技術基準

（１００V印加）

	A
	黒－白
	
	適　　不適

	B
	黒－白
	
	適　　不適

	C
	黒－白
	
	適　　不適

	
	白－赤
	
	適　　不適

	
	赤－黒
	
	適　　不適

	D
	黒－白
	
	適　　不適

	E
	黒－白
	
	適　　不適


図．リレー端子台
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現象１　　ON-BSを押すと回路通りの動作ができる


現象２　　OFF-BSを押してもリレーが消磁しない
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図．リレー端子台
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図．スイッチ端子台およびスイッチボックス





図．スイッチ端子台およびスイッチボックス
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現象　　電源を入れると、チャタリング（接点のバタツキによるアーク放電と異音）が　　　　　　


発生してしまう。































































































現象１　　ON-BSを押しても何も動作しない


現象２　　OFF-BSを押しても何も動作しない































































































現象　　ON-BSを押しても何も動作しない
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